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研究成果の概要（和文）： 
 近年の国際的な環境変化の中で、日系多国籍企業も大幅にグローバル化を進めてきた。
本研究では、彼らが国際戦略を遂行する過程でどのように組織変革が進めてきたかという
点について、海外現地法人レベルと事業レベルで体系的に収集された一次データや二次デ
ータに依拠しながら、ケース分析を進め、いくつかケース論文を作成した。また、それら
にもとづいて幾つか理論的な視点も提示してきた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In the recent change of international business environments, Japanese 
multinationals have accelerated their pace of globalization. This research examined 
the process of their international strategies and organizational changes based on the 
original and secondary data systematically collected at the level of foreign subsidiaries 
and at the level of business units. This research created several case study oriented 
papers and some theoretical perspectives in the international business strategy, from 
the results of these empirical researches.   
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１．研究開始当初の背景 
 21 世紀に入り、経済のグローバル化は急速
に進み、新興国の台頭も顕著である。そのよ
うな中、企業がグローバル戦略や国際化戦略
の遂行プロセスにおいて、多国籍化し、複雑
化する組織を、どのように統合・変革するか、
どのように組織能力を発達させるかという

点が、企業の競争力の維持・強化にはますま
す欠かせなくなっている。 
 国際戦略と組織変化に関する視点は従来
から存在するが、これらの点について、ロー
カルレベルとグローバルレベルの両方をき
ちんと見据えながら、多国籍企業組織の変革
プロセスを具体的に分析した研究は決して
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多くはない。また、近年の新興国市場台頭の
中での組織変革に関する問題は、従来とは異
なる研究視点も必要であり、こうした問題に
ついては、ビジネス上の環境変化に合わせて
事例研究を丹念に作成し、蓄積していく必要
がある。 
本研究では、我が国の代表的な産業におけ

る企業が、多国籍化やグローバル化のプロセ
スにおいて、海外現地法人のレベルや、多国
籍組織のネットワークのレベルにおいて、ど
のように組織能力を構築し、組織統合を図っ
てきたか、それらがローカルレベルとグロー
バルレベルの競争力においてどのような意
味を持ったのか、といった諸点について、多
面的に実証研究を進めてきた。 
 
２．研究の目的 
 多くの企業の社史やケースは本社の視点
から描かれることが多い。しかし多国籍化プ
ロセスや国際化プロセスにおける組織変革
の内実については、海外市場での現地法人レ
ベルにおける具体的、かつ体系的なデータの
取得が必要であり、それらをベースとしなが
ら、本社レベルのデータを併用していくこと
が求められる。しかし、多くの場合、これら
のデータは公開されておらず、両方のレベル
において、企業側の協力をとりながら、体系
的なフィールド調査、記録資料の収集、オー
ラルヒストリーなどを進めていく必要があ
る。これらの一次データを用いた分析結果に
ついては、第一義的には、ビジネスケース、
ないしはケースにもとづく論文としてまと
めていくことが望ましい。それらのケースか
ら新しい理論的視点を導出できるかどうか、
検討が必要である。またデータの性格上、公
表に適さない情報やデータも、年数とともに、
散逸しやすいことを考えると、それらのデー
タや資料を適切なかたちで保管・整理してお
くことが求められる。 
 
３．研究の方法 
 アプローチとしては、企業レベルないしは
産業レベルの事例研究が中心となるため、業
界をある程度限定して、調査研究を行う必要
がある。本研究では、過去の研究とのつなが
りから、電機・電子デバイス、自動車・二輪
産業、化学産業、小売業などの分野を対象と
することにした。これらの業界における代表
的企業について、とくにアジア地域を中心に、
海外現地法人への体系的なフィールド調査、
本社側での事業担当者へのヒアリング、当該
ビジネスのキーパーソンのオーラルヒスト
リーの作成、海外現地法人レベルでの記録資
料の収集・分析などを行った。事例研究の知
見をもとに海外現地法人への量的データの
収集も行った。 
 

４．研究成果 
 上述の方法にもとづき、公表可能性がある
産業・企業の領域については、ビジネスケー
スやケース論文を作成してきた。またそれら
に依拠して、グローバル戦略や国際化戦略、
組織能力、組織統合などに関係する理論的な
論文についても作成を進め、公表を行ってき
た。また個人のオーラルヒストリー、現地法
人レベルの非公開資料など、公表に適さない
資料についても、収集・整理を行い、内部資
料として保管した。 
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